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人形劇団クラザレテ
ミ
おひさま劇場ミ

11月 27日 tと)午後 3時 筑後児童館
27日①午後 7時 水田効児匡l
28日 (日 )午前11時 松原保育園
29日 (月)午後 6時半 勤労婦人センタ▼

料金 :よ 600円 、 会員外は700円

くわしくは、 ちくご子ども劇場
(電③ 6999)ヘ

船
小
屋

・
馬
間
田

・
西
牟
田
で

火
災
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

火
災
、
水
害
な
ど
発
生
し
た
と
き

消
防
本
部
の
サ
イ
レ
ン
だ
け
を
鳴
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
消
防
本
部
か
ら

遠
い
た
め
、
サ
イ
レ
ン
が
聞
え
に
く

い
地
区
の

「船
小
屋
」

「馬
間
田
」

「西
牟
田
」
の
各
消
防
回
の
分
団
車

庫
に
、
サ
イ
レ
ン
を
と
り
つ
け
ま
し

えた
。十

一
月
二
十
日
か
ら
、
火
災
や
水

害
が
発
生
ｔ
た
と
き
に
は
、
船
小
屋
、

馬
間
田
、
西
牟
田
の
各
消
防
団
の
分

回
車
庫
に
と
り
つ
け
た
サ
イ
レ
ツ
も
、

本
部
か
ら
の
無
線
で
、
消
防
本
部
の

サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
鳴
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
消
防
本
部

（電
②
二
〇
二
〇
）
ヘ

ま
た
、
火
災

・
な
ど
が
発
生
し
た
と

き
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
ｔ
ま
す
。

住
宅
改
良
資
金
の

融
資
限
度
額
が
引

住
宅
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
な
ど

住
宅
改
良
資
金
の
融
資
限
度
額
が
、

昭
和
五
十
七
年
十
月
八
日
か
ら
の
申

込
受
理
分
か
ら
次
の
と
お
り
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

〔融
資
限
度
額
〕
実
際
に
必
要
と
し

た
工
事
費
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

で
①
増
築

。
改
築

。
修
繕
な
ど
は
、

三
百
万
円
が
三
百
五
十
万
円
に
②
断

熱
構
造
化
工
事
を
伴
う
も
の
は
三
百

二
十
万
円
が
三
百
七
十
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

〔貸
付
利
率

・
償
還
期
間
〕

年
六

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
十
年
以
内

く
わ
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支
所
住
宅
相
談
所
６
九
‐
全
一一十
五
五
五
こ
ヘ

電
話
局
か
ら
お
願
い

お
祝

い
電
報
は
お
早
め
に
〃

結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
い
お
祝
い
電
報

が
大
安
日
、祝
日
に
集
中
し
コ
三
番
」

の
受
付
が
た
い
へ
ん
混
み
あ
い
ま
す
。

配
達
日
指
定
の
お
祝
い
電
報
は
、

十
日
前
か
ち
希
望
日
の
二
日
前
ま
で

に
打
て
ば
、
料
金
が
百
五
十
円
割
引

き
に
な
っ
て
お
得
で
す
。

公
給
領
収
証
を

受
取
り
ま
し
ょ
う

旅
館
、
料
亭
、
バ
ー
や
飲
食
店
な

ど
で
宿
泊
や
飲
食
し
た
と
き
は
、
料

理
飲
食
等
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
税
金
は
道
路
整
備
、
学
校
教

育
や
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

料
金
を
支
払
う
と
き
は
必
ず

「
公

給
領
収
証
」
を
受
け
と
り
ま
し
ょ
ぅ
。

公
給
領
収
証
と
は
、
宿
泊
や
飲
食

し
た
と
き
に
支
払
う
料
金
の
領
収
証

の
こ
と
で
す
。
こ
の
領
収
証
を
受
取

る
こ
と
で
、
税
を
正
し
く
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
宿
泊
や
飲
食
の
明
細
を
知
る

た
め
に
も
大
切
な
も
の
で
す
。

昭
和
５８
年
度

職
業
訓
練
生
を
募
集
中

■
県
立
久
留
米
専
修
職
業
訓
線
校

（久
留
米
市
合
川
町
石
九
）
で
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集
中
で
す
。

〔訓
練
科
名

・
募
集
定
邑

①
機

　
械
　
科
　
　
一
一十
人

②
自
動
車
整
備
科
　
　
一
一十
人

〔応
募
資
格
〕
中
学
以
上
の
学
校
卒

業
者

八
来
年
二
月
卒
業
見
込
者
を
合

む
）〔訓
練
期
間
〕
来
年
掴
月
か
ら

一
年

〔申
込
み
〕
来
年
二
月
五
日
ま
で
に

入
女
公
共
職
業
安
定
所
へ
。
ぐ
わ
し

く
は
同
訓
練
校
６
九
四
一〓
三
‐
〈
七
れ
こ
ヘ

■
県
立
大
牟
田
専
修
職
業
訓
練
校

（大
牟
田
市
歴
木
平
町
）
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集
中
で
す
。

〔訓
繰
科
名

・
募
集
定
員
〉

①
機
械
科
　
十
人

②
溶
接
科
　
一
一十
人

③
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科
　
一二
十
人

④
塗
候
科
　
一
一十
人

⑤
電
気
工
事
科
　
一二
十
人

〔応
募
資
格
〕
中
学
以
上
の
学
校
卒

業
者
。
た
だ
し
⑤
電
気
工
事
科
は
、

高
等
学
校
卒
業
者
で
二
十
歳
以
下
。

〔訓
練
期
間
〕
来
年
四
月
か
ら

一
年

〔申
込
み
〕
来
年
二
月
十
九
日
ま
で

に

（③
電
気
工
事
科
は
、
来
年

一
月

二
十
一
日
）
大
牟
田
専
修
職
業
訓
練

校
へ
。
く
わ
し
く
は
同
絞

（男
酉
四
―

五
四
１
０三
工
〇
）
ヘ

□発行 福岡県筑後市役所 編集企画課 令んわ個⑥4111

人権を考える市民の集い

と き 12月 7日山午後 1時30分 から
ところ 勤労婦人センター 3階
内 容
、①映画「けやきの空に」

②講演「いまなぜ寝た子を起こすのか」

講師 :西 日本新聞社
社会部長 稲積謙次郎氏

みなさんのご来場をお待ちしています

□F口刷 一ノ瀬Fp刷


